


がん罹患者に相談の場を

 月 の
景気ＤＩ

サ
ー
ビ
ス
な
ど
上
昇

内
閣
府
調
査「
宿
泊
底
堅
く
推
移
」

コロナ融資

返
済
負
担
軽
減
を
検
討

経
産
省

能
登
地
震
の
被
災
企
業
に

件、過去最多に
昨年の人手不足倒産

帝国データ調査

一
致
指
数
が
下
降

基
調
判
断「
改
善
」

Ｃ
Ｉ
、
月
速
報
値

４
年
ぶ
り
前
年
比
増

昨
年
の
休
廃
業
・
解
散
件
数
帝国データ
調 査

Ｔ
Ｐ
は

ヵ
月
連
続
増

特
定
サ
ー
ビ
ス
産
業
の
売
上
高
月速報

旅
館
、ホ
テ
ル
と
も
低
下


月
の
第
３
次
産
業
活
動
指
数

　
ど
ん
な
人
間
が
強
い
の

か
。
身
体
が
強
く
と
も
弱
い

精
神
の
人
も
多
い
。
自
殺
者

が
増
加
傾
向
に
あ
る
ら
し
い

が
、
医
師
か
ら
「
が
ん
」
を

伝
え
ら
れ
る
と
悲
観
し
て
自

殺
す
る
罹
患

り
か
ん

者
が
後
を
絶
た

な
い
と
い
う
。
し
か
も
、
が

ん
患
者
の
５
人
に
１
人
が
う

つ
状
態
に
陥
っ
て
し
ま
う
ら

し
い
。
で
、
自
殺
率
が
高
ま

る
。

　
私
も
４
度
も
医
師
か
ら

「
が
ん
」を
宣
告
さ
れ
た
が
、

あ
ま
り
驚
く
こ
と
な
く
「
が

ん
」
を
受
け
入
れ
た
。
「
が

ん
」
に
か
か
れ
ば
死
ぬ
、
と

い
う
神
話
が
今
も
人
々
の
心

奥
深
く
沈
殿
し
て
い
る
か
ら

か
、
恐
怖
心
に
踊
ら
さ
れ
る

の
だ
と
思
う
。

　
私
は
「
が
ん
」
に
強
い
の

で
は
な
く
、
慣
れ
て
し
ま
っ

て
そ
の
現
実
を
受
容
す
る
タ

イ
プ
の
人
間
と
い
う
だ
け
で

あ
る
。
罹
患
す
る
と
、
己
の

人
生
が
根
底
か
ら
狂
う
と
決

め
込
み
、
死
を
迎
え
る
と
本

気
に
考
え
て
し
ま
う
タ
イ
プ

の
人
た
ち
は
苦
し
む
。

　
い
つ
も
お
世
話
に
な
っ
て

い
る
北
海
道
医
療
大
学
の
浅

香
正
博
学
長
に
は
、
「
凄
い

精
神
力
の
持
ち
主
で
す
ね
。

医
師
で
も
が
ん
を
告
げ
ら
れ

る
と
精
神
的
ダ
メ
ー
ジ
を
受

け
ま
す
よ
」
と
、
褒
め
ら
れ

た
。
浅
香
学
長
は
ピ
ロ
リ
菌

の
権
威
で
あ
ら
れ
、
ピ
ロ
リ

菌
と
胃
潰
瘍
や
胃
が
ん
等
の

関
連
に
つ
い
て
研
究
さ
れ
て

い
る
。

　
が
ん
患
者
の
心
痛
を
和
ら

げ
る
方
法
は
、
精
神
科
医
に

か
か
る
の
も
い
い
が
、
１
人

で
悩
ま
な
い
こ
と
で
あ
る
。

現
在
で
は
、
自
分
の
周
囲
に

も
「
が
ん
」
を
克
服
さ
れ
た

人
が
い
る
は
ず
だ
。
が
ん
を

告
知
さ
れ
て
も
、
ま
ず
己
自

身
を
見
失
わ
ず
、
医
師
を
信

頼
し
て
ほ
し
い
。
そ
し
て
、

多
く
の
体
験
者
に
相
談
す
べ

き
で
あ
る
。

　
が
ん
患
者
で
あ
る
こ
と
を

秘
匿
す
る
人
が
多
い
の
は
、

こ
の
病
気
が
死
と
直
結
し
て

い
る
と
決
め
つ
け
て
い
る
か

ら
で
あ
ろ
う
。
私
は
公
表
し

た
。
膵
臓

す
い
ぞ
う

が
ん
と
い
う
「
が

ん
の
横
綱
」で
あ
っ
た
た
め
、

報
道
さ
れ
た
。
手
術
が
成
功

し
た
と
し
て
も
、

年
間
生

き
る
可
能
性
は
５
％
（
現
在

は
６
％
）
、
が
ん
の
中
で
も

一
番
怖
い
部
類
に
入
ろ
う

か
。

　
が
ん
患
者
の
心
配
は
、
転

移
や
再
発
に
つ
い
て
で
あ

る
。
こ
の
精
神
的
負
担
は
大

き
い
。
私
は
４
度
も
部
位
の

異
な
る
「
が
ん
」
に
襲
撃
さ

れ
た
が
、
転
移
で
は
な
か
っ

た
。
そ
れ
で
も
今
も
次
は
ど

こ
の
部
位
の
「
が
ん
」
に
な

る
の
だ
ろ
う
か
、と
案
ず
る
。

　
ネ
ッ
ト
で
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
を
検
索
す
れ
ば
す
る
ほ

ど
、
が
ん
患
者
は
不
安
に
な

り
心
配
す
る
。
が
、
多
く
の

人
た
ち
と
雑
談
し
た
り
、
趣

味
に
没
頭
し
て
い
る
と
不
安

を
忘
れ
て
し
ま
う
。
そ
ん
な

性
格
の
患
者
は
、
交
際
範
囲

が
広
く
知
人
、
友
人
が
多
い

の
で
強
い
精
神
力
を
発
揮
す

る
が
、
相
談
相
手
も
知
人
も

い
な
い
人
た
ち
も
い
る
。
い

や
、
人
の
話
を
信
用
し
な
い

人
た
ち
も
い
る
。
こ
ん
な
人

た
ち
を
救
う
機
関
や
場
が
な

く
て
、
民
間
療
法
に
走
る
患

者
も
い
る
。

　
私
の
友
人
で
あ
る
大
学
の

名
誉
教
授
は
、
科
学
的
根
拠

の
な
い
放
置
療
法
を
選
択
し

た
。
幾
度
も
話
を
し
た
が
頑

固
で
、
聞
く
耳
を
持
っ
て
い

な
か
っ
た
。
す
で
に
精
神
的

な
苦
し
み
と
向
き
合
う
精
神

力
を
喪
失
し
て
い
た
印
象
を

受
け
た
。
民
間
療
法
も
高
額

で
あ
る
。
高
額
で
あ
る
か
ら

効
く
と
錯
覚
す
る
の
だ
と
思

う
。

　
か
つ
て
幾
人
も
救
済
し
た

か
の
話
に
酔
い
、
信
じ
て
し

ま
う
弱
い
患
者
た
ち
。
標
準

治
療
（
保
険
の
利
く
手
術
、

抗
が
ん
剤
、
放
射
線
）
に
よ

っ
て
、病
状
が
ど
う
な
る
か
、

私
は
運
命
に
任
せ
た
ば
か
り

か
、医
師
を
信
頼
し
て
い
た
。

も
ち
ろ
ん
、
「
が
ん
」
経
験

者
か
ら
話
を
聴
い
た
。
参
考

に
な
っ
た
ば
か
り
か
、
勇
気

づ
け
ら
れ
た
の
は
申
す
ま
で

も
な
い
。

　
各
自
治
体
や
保
健
所
は
、

罹
患
者
の
相
談
に
乗
っ
て
く

れ
る
場
を
設
置
し
て
ほ
し

い
。
医
師
と
は
意
外
に
相
談

し
が
た
く
、
逆
に
第
三
者
の

方
が
話
が
で
き
る
。
ど
れ
だ

け
患
者
は
不
安
に
な
っ
て
い

る
か
、
健
常
者
で
は
想
像
で

き
な
い
だ
ろ
う
が
、
が
ん
患

者
は
男
女
を
問
わ
ず
精
神
的

に
お
か
し
く
な
る
く
ら
い
不

安
に
な
っ
て
い
る
。
末
期
が

ん
で
余
命
を
告
げ
ら
れ
た
な

ら
、
人
間
の
心
は
ど
う
な
る

か
。
最
大
の
恐
怖
に
直
面
す

る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
だ
け

は
私
も
経
験
し
て
い
な
い

が
、
相
談
相
手
は
家
族
以
外

に
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
毎
年
、
が
ん
患
者
は
１
０

０
万
人
発
見
さ
れ
る
。
そ
し

て

万
人
が
死
亡
す
る
。
コ

ロ
ナ
禍
の
比
で
は
な
い
の

だ
。が
ん
患
者
の
自
殺
率
は
、

一
般
の
人
の

倍
だ
と
い
わ

れ
る
。
自
殺
さ
せ
な
い
た
め

に
、
自
治
体
の
工
夫
が
求
め

ら
れ
る
。
人
間
は
、
私
た
ち

が
考
え
る
ほ
ど
強
く
は
な

い
。
と
く
に
が
ん
患
者
は
、

恐
怖
と
の
闘
い
の
日
々
、
手

を
差
し
伸
べ
て
ほ
し
い
。

（５） 第３２０６号第３種郵便物認可２０２４年（令和６年）１月２９日（月曜日）

　
内
閣
府
が
こ
の
ほ
ど
公
表

し
た
昨
年

月
の
景
気
動
向

指
数
（
Ｃ
Ｉ
、
２
０
２
０
＝

１
０
０
）
の
速
報
値
は
、
景

気
の
現
状
を
示
す
一
致
指
数

が
前
月
比
１
・
４
㌽
減
の
１

１
４
・
５
と
、
４
カ
月
ぶ
り

の
下
降
と
な
っ
た
。
景
気
の

基
調
判
断
は
「
改
善
を
示
し

て
い
る
」
と
、
前
月
の
判
断

を
据
え
置
い
た
。
同
様
の
判

断
は
８
カ
月
連
続
。

　
数
カ
月
先
の
景
気
を
示
す

先
行
指
数
は
同
１
・
２
㌽
減

の
１
０
７
・
７
と
、
３
カ
月

連
続
で
下
降
し
た
。

　
内
閣
府
は
こ
の
ほ
ど
、
景

気
ウ
ォ
ッ
チ
ャ
ー
調
査
の
昨

年

月
分
を
公
表
し
た
。
同

月
の
景
気
の
現
状
判
断
Ｄ
Ｉ

（
季
節
調
整
値
）
は
前
月
比

１
・
２
㌽
増
の

・
７
。
サ

ー
ビ
ス
関
連
、
飲
食
関
連
、

小
売
関
連
の
全
て
の
Ｄ
Ｉ
が

上
昇
し
た
。
観
光
関
係
者
か

ら
「
宿
泊
客
数
は
底
堅
く
推

移
」
「
来
客
数
が
戻
っ
て
い

る
」
な
ど
の
声
が
あ
が
っ
て

い
る
。

　
調
査
は
地
域
の
景
気
の
動

き
を
観
察
で
き
る
業
種
の
人

々
に
、
３
カ
月
前
と
比
較
し

た
景
気
の
現
状
と
、
２
～
３

カ
月
先
の
景
気
の
先
行
き
に

つ
い
て
、
「
良
い
」
「
ど
ち

ら
と
も
言
え
な
い
」
「
や
や

悪
い
」
な
ど
５
段
階
で
評
価

し
て
も
ら
い
、
結
果
を
数
値

化
し
た
も
の
。

　
現
状
判
断
Ｄ
Ｉ
は
サ
ー
ビ

ス
関
連
が
前
月
比
１
・
３
㌽

増
の

・
１
と
２
カ
月
ぶ
り

に
上
昇
。
飲
食
関
連
は
同
０

・
６
㌽
増
の

・
８
、
小
売

関
連
は
同
０
・
３
㌽
増
の


・
３
と
そ
れ
ぞ
れ
４
カ
月
連

続
、
２
カ
月
連
続
で
上
昇
し

た
。

　
全
国

地
域
別
で
は
、
四

国
を
除
く

地
域
で
上
昇
し

た
。
九
州
が
３
・
１
㌽
増
と

最
も
大
き
く
上
昇
し
た
。

　
先
行
き
判
断
Ｄ
Ｉ
は
サ
ー

ビ
ス
関
連
が
同
０
・
５
㌽
増

の

・
２
と
２
カ
月
連
続
で

上
昇
し
た
。

　
景
気
判
断
理
由
の
主
な
回

答
は
次
の
通
り
。

　
「
国
内
旅
行
、
海
外
旅
行

の
個
人
、
団
体
と
も
に
先
行

予
約
販
売
数
は
横
ば
い
の
状

態
が
続
い
て
い
る
」（
現
状
、

不
変
、東
北
、旅
行
代
理
店
）。

　
「
３
カ
月
前
と
同
様
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

発
生
前
の
売
り
上
げ
水
準
に

匹
敵
す
る
よ
う
な
販
売
量
で

あ
る
。
ま
た
、
前
年
度
を
上

回
る
傾
向
が
続
い
て
い
る
こ

と
も
変
わ
ら
な
い
。
国
内
外

の
観
光
客
の
動
き
が
活
発
な

状
況
は
続
い
て
い
る
」
（
現

状
、
不
変
、
北
関
東
、
一
般

小
売
店
〔
土
産
〕
）
。

　
「
忘
年
会
シ
ー
ズ
ン
の
利

用
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
発
生
前
と
同
等
近

く
ま
で
回
復
し
て
き
て
い

る
。
し
か
し
、
個
人
旅
行
に

関
し
て
は
、
週
末
は
活
発
な

も
の
の
、
平
日
の
動
き
が
非

常
に
悪
い
。
ま
た
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
５

類
移
行
後
、
活
発
だ
っ
た
旅

行
関
連
の
宿
泊
が
大
幅
に
減

少
し
、
宿
泊
人
数
の
減
少
傾

向
が
出
て
き
て
い
る
」
（
現

状
、
不
変
、
甲
信
越
、
都
市

型
ホ
テ
ル
）
。

　
「
日
本
人
観
光
客
の
旅
行

需
要
は
一
時
の
リ
ベ
ン
ジ
消

費
を
吸
収
し
一
服
し
て
い
る

が
、
地
方
空
港
の
海
外
便
の

受
け
入
れ
が
順
次
進
ん
で
い

る
た
め
、
ト
ー
タ
ル
の
宿
泊

客
数
は
底
堅
く
推
移
し
て
い

る
」（
現
状
、不
変
、四
国
、

観
光
型
旅
館
）
。

　
「
市
内
の
飲
食
店
や
観
光

客
が
訪
れ
て
い
る
土
産
店
で

は
貸
し
切
り
バ
ス
が
増
加
し

て
お
り
、
来
客
数
が
戻
っ
て

き
て
い
る
」
（
現
状
、
や
や

良
、
九
州
、
観
光
名
所
）
。

　
「
冬
の
シ
ー
ズ
ン
は
こ
れ

ま
で
も
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
が
後

押
し
し
て
い
た
面
が
あ
る

が
、
今
年
は
そ
の
動
き
が
特

に
顕
著
で
あ
る
。
ア
ジ
ア
や

欧
米
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な

ど
、
い
ず
れ
の
国
か
ら
も
予

約
が
み
ら
れ
、
高
単
価
、
高

稼
働
が
見
込
め
る
た
め
、
今

後
の
景
気
は
や
や
良
く
な

る
」
（
先
行
き
、
や
や
良
、

北
海
道
、観
光
型
ホ
テ
ル
）。

　
「
今
後
の
景
気
は
冬
の
ボ

ー
ナ
ス
次
第
と
踏
ん
で
い
た

が
、
客
の
動
向
に
変
化
は
み

ら
れ
な
い
。
オ
フ
シ
ー
ズ
ン

に
入
る
た
め
、
今
後
の
動
き

を
注
視
し
た
い
」（
先
行
き
、

不
変
、
北
関
東
、
旅
行
代
理

店
）
。

　
「
変
動
価
格
制
の
宿
泊
旅

金
や
、
予
約
後
は
変
更
不
可

の
旅
行
商
品
が
増
加
し
て
い

る
。
人
材
不
足
に
よ
る
仕
入

れ
価
格
の
上
昇
や
物
価
高

騰
、
団
体
旅
行
な
ど
大
人
数

の
旅
行
手
配
は
困
難
さ
が
高

ま
り
、
労
働
条
件
の
厳
格
化

に
よ
る
仕
入
れ
の
難
化
も
あ

る
。
旅
行
業
に
も
大
幅
な
意

識
改
革
が
必
要
な
時
代
で
あ

り
、
そ
れ
に
対
応
す
る
旅
行

商
品
を
客
が
受
け
入
れ
て
く

れ
る
か
も
不
安
で
あ
る
」

（
先
行
き
、
不
変
、
東
海
、

旅
行
代
理
店
）
。

　
「
旅
行
代
金
の
単
価
が
上

が
っ
て
お
り
、
旅
行
に
は
行

き
た
い
が
、
価
格
を
考
え
る

と
ち
ゅ
う
ち
ょ
す
る
人
も
多

い
。
こ
う
い
っ
た
傾
向
は
、

今
後
も
続
く
と
予
想
さ
れ

る
」
（
先
行
き
、
不
変
、
近

畿
、
旅
行
代
理
店
）
。

　
「
春
に
な
れ
ば
桜
の
行
楽

シ
ー
ズ
ン
に
な
る
た
め
、
人

の
動
き
が
今
よ
り
も
活
発
に

な
る
」（
先
行
き
、や
や
良
、

中
国
、
観
光
型
ホ
テ
ル
）
。

　
「
年
末
年
始
の
宿
泊
部
門

は
悪
く
、
前
年
の

％
ほ
ど

で
あ
る
。
料
飲
部
門
も
人
材

不
足
が
解
決
で
き
て
お
ら
ず

予
約
を
抑
え
て
い
る
。
２
月

の
宿
泊
は
プ
ロ
野
球
キ
ャ
ン

プ
の
影
響
も
あ
り
堅
調
に
入

っ
て
き
て
い
る
。
料
飲
部
門

は
ま
だ
先
の
予
約
は
動
い
て

い
な
い
」
（
先
行
き
、
や
や

良
、沖
縄
、観
光
型
ホ
テ
ル
）。

　
経
済
産
業
省
は
、
１
月
１

日
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地

震
を
受
け
、
被
災
し
た
中
小

企
業
・
小
規
模
事
業
者
を
対

象
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
に
関
連
す
る
実
質
無
利
子

・
無
担
保
（
ゼ
ロ
ゼ
ロ
）
融

資
な
ど
の
返
済
負
担
軽
減
策

を
検
討
す
る
。
３
月
末
で
終

了
す
る「
コ
ロ
ナ
借
換
保
証
」

の
申
し
込
み
期
間
の
延
長
が

具
体
的
な
対
応
策
と
な
る
見

込
み
。

　
同
省
は
１
月

日
、
同
地

震
に
関
す
る
「
被
災
中
小
企

業
・
小
規
模
事
業
者
等
支
援

本
部
」
の
会
合
を
初
め
て
開

催
し
た
。
中
小
企
業
の
被
害

実
態
を
把
握
し
、
寄
り
添
っ

た
支
援
策
を
本
格
的
に
検
討

す
る
た
め
の
会
合
に
は
、
石

川
県
七
尾
・
輪
島
・
珠
洲
の

各
商
工
会
議
所
会
頭
や
金
融

・
政
府
関
係
者
ら
が
参
加
し

た
。

　
石
川
県
信
用
保
証
協
会

は
、
会
合
で
ゼ
ロ
ゼ
ロ
融
資

の
返
済
負
担
の
軽
減
を
要
望

し
た
。
民
間
金
融
機
関
に
よ

る
同
融
資
の
返
済
が
本
格
化

す
る
中
、
被
災
し
た
企
業
か

ら
は
「
コ
ロ
ナ
融
資
の
返
済

負
担
と
の
重
複
が
厳
し
い
」

と
い
っ
た
声
が
あ
が
る
。
齋

藤
健
・
経
産
相
は
、
「
（
企

業
の
）
生
業
（
な
り
わ
い
）

再
開
に
向
け
、
ど
の
地
域
で

何
が
で
き
る
か
、
ど
う
い
っ

た
と
こ
ろ
に
手
厚
い
支
援
や

配
慮
が
必
要
か
を
し
っ
か
り

考
え
て
い
き
た
い
」
と
話
し

た
。

　
日
本
政
策
金
融
公
庫
や
商

工
組
合
中
央
金
庫
は
、
七
尾

市
の
和
倉
温
泉
を
は
じ
め
と

し
た
取
引
先
事
業
者
の
被
害

の
実
態
を
報
告
。
事
業
者
か

ら
は
「
補
助
金
の
よ
う
な
支

援
が
な
い
と
、
復
旧
は
厳
し

い
」
と
い
う
声
が
あ
っ
た
よ

う
だ
。

　
同
省
は
、
こ
う
し
た
意
見

を
踏
ま
え
、
被
災
し
た
建
物

の
復
旧
や
設
備
の
入
れ
替
え

に
か
か
る
復
旧
費
用
を
補
助

す
る
「
な
り
わ
い
補
助
金
」

の
導
入
を
検
討
す
る
。ま
た
、

被
災
し
た
企
業
の
販
路
拡
大

や
新
商
品
開
発
に
関
す
る
設

備
投
資
を
後
押
し
す
る
た

め
、
災
害
用
の
「
小
規
模
事

業
者
持
続
化
補
助
金
」
の
公

募
を
１
月
下
旬
か
ら
開
始
す

る
方
針
だ
。

　
（
記
事
提
供
・
日
本
金
融

通
信
社
〈
ニ
ッ
キ
ン
〉
）

　
経
済
産
業
省
は
こ
の
ほ

ど
、
特
定
サ
ー
ビ
ス
産
業
動

態
統
計
調
査
の
昨
年

月
分

速
報
を
公
表
し
た
。
対
個
人

サ
ー
ビ
ス
業
の
趣
味
娯
楽
関

連
５
業
種
の
売
上
高
は
、
遊

園
地
・
テ
ー
マ
パ
ー
ク
（
Ｔ

Ｐ
）
が
前
年
同
月
比

・
９

％
増
の
８
３
６
億
９
６
０
０

万
円
と

カ
月
連
続
で
増
加

し
た
。
同
月
は
ゴ
ル
フ
練
習

場
の
み
減
少
。
ほ
か
の
４
業

種
が
増
加
し
た
。

　
Ｔ
Ｐ
の
内
訳
は
、
入
場
料

金
、
施
設
利
用
料
金
収
入
が


・
４
％
増
加
。
入
場
者
数

は
一
般
が

・
８
％
、
団
体

が
９
・
０
％
そ
れ
ぞ
れ
増
加

し
、
全
体
で

・
６
％
増
加

し
た
。

　
ゴ
ル
フ
場
は
１
・
１
％
増

の

億
２
０
０
万
円
と
２
カ

月
ぶ
り
に
増
加
し
た
。
利
用

料
金
収
入
が
０
・
８
％
増
加
。

利
用
者
数
は
１
・
７
％
減
少

し
た
。

　
ボ
ウ
リ
ン
グ
場
は

・
３

％
増
の

億
８
６
０
０
万
円

と

カ
月
連
続
で
増
加
。
利

用
者
数
が

・
２
％
増
加
し

た
。

　
パ
チ
ン
コ
ホ
ー
ル
は
６
・

０
％
増
の
２
１
７
２
億
８
４

０
０
万
円
と

カ
月
連
続
で

増
加
し
た
。

　
ゴ
ル
フ
練
習
場
は
７
・
１

％
減
の

億
５
６
０
０
万
円

と

カ
月
連
続
で
減
少
。
利

用
者
数
が
９
・
２
％
減
少
し

た
。

　
対
個
人
サ
ー
ビ
ス
業
の
教

養
・
生
活
関
連
５
業
種
の
売

上
高
は
、結
婚
式
場
業
、フ
ィ

ッ
ト
ネ
ス
ク
ラ
ブ
、
外
国
語

会
話
教
室
、
葬
儀
業
の
４
業

種
が
前
年
同
月
比
増
加
。
学

習
塾
の
み
減
少
し
た
。

　
経
済
産
業
省
が
こ
の
ほ
ど

公
表
し
た
昨
年

月
の
第
３

次
産
業
活
動
指
数
（
２
０
１

５
年
＝
１
０
０
）
は
、
前
月

比
０
・
７
％
減
の
１
０
０
・

２
と
３
カ
月
連
続
で
低
下
し

た
。
「
総
じ
て
み
れ
ば
第
３

次
産
業
活
動
は
足
踏
み
が
み

ら
れ
る
」
（
同
省
）
。
業
種

別
で
は
宿
泊
業
が
５
・
３
％

減
の
１
０
９
・
８
。
こ
の
う

ち
旅
館
が
６
・
０
％
減
の


・
３
、
ホ
テ
ル
が
４
・
２
％

減
の
１
２
１
・
１
と
、
と
も

に
低
下
し
た
。

　
指
数
は
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど

第
３
次
産
業
に
属
す
る
業
種

の
生
産
活
動
を
総
合
的
に
捉

え
た
も
の
。

　
ほ
か
の
業
種
を
み
る
と
、

旅
行
業
が

・
３
％
減
の


・
１
。
こ
の
う
ち
国
内
旅
行

が

・
１
％
減
の

・
５
、

海
外
旅
行
が
８
・
４
％
増
の


・
９
、
外
人
旅
行
が

・

２
％
減
の

・
４
。

　
遊
園
地
・
テ
ー
マ
パ
ー
ク

は
０
・
８
％
増
の

・
９
。

航
空
旅
客
運
送
業
は

・
０

％
減
の

・
７
。
道
路
旅
客

運
送
業
は
０
・
７
％
増
の


・
８
。

　
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
た
観
光

関
連
産
業
全
体
は
１
・
１
％

減
の

・
９
。

　
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
が
こ

の
ほ
ど
行
っ
た
企
業
調
査

で
、
昨
年
の
企
業
の
休
廃
業

・
解
散
件
数
が
５
万
９
１
０

５
件
で
前
年
か
ら

％
増
加

し
た
。
同
年
初
旬
ま
で
減
少

傾
向
が
続
い
た
休
廃
業
は
夏

以
降
に
急
増
し
、
４
年
ぶ
り

に
前
年
を
上
回
っ
た
。

　
発
生
件
数
が
最
多
だ
っ
た

の
は
建
設
業（
７
６
２
８
件
）

で
前
年
比

％
増
。
過
去
５

年
で
最
多
と
な
っ
た
。
そ
の

他
も
全
て
の
業
種
で
前
年
か

ら
増
加
し
て
お
り
、
前
年
か

ら
の
増
加
率
が
最
も
高
い
の

は
卸
売
業
（
３
５
２
７
件
）

で

・
２
％
増
加
。製
造
業
、

小
売
業
、
サ
ー
ビ
ス
業
な
ど

も
前
年
比
１
割
超
の
大
幅
増

と
な
っ
た
。

　
都
道
府
県
別
の
発
生
件
数

で
は
、
東
京
都
が
１
万
３
３

７
６
件
で
最
多
。
大
阪
府
３

８
４
９
件
、
神
奈
川
県
３
６

２
８
件
と
続
き
、
千
件
を
超

え
た
都
道
府
県
は
全
国
で
合

計

と
な
っ
た
。
発
生
件
数

が
前
年
か
ら
増
加
し
た
都
道

府
県
は

で
、
前
年
の

か

ら
大
幅
に
増
加
し
た
。
発
生

件
数
の
増
加
率
が
最
も
大
き

い
の
は
徳
島
県
で
前
年
比


・
４
％
増
。
全
国
で
唯
一
３

割
を
超
え
た
。

　
休
廃
業
時
の
経
営
者
年
齢

を
年
代
別
で
見
る
と
、
近
年

増
加
傾
向
の

代
が

・
６

％
と
全
年
代
で
最
多
と
な
っ

た
。
一
方
で

代
以
下
の
年

代
の
割
合
は
い
ず
れ
も
前
年

か
ら
低
下
し
た
。

　
「
事
業
継
続
の
た
め
に
人

手
不
足
の
解
消
や
後
継
者
の

策
定
と
い
っ
た
課
題
が
山
積

す
る
中
で
、
『
自
力
再
建
』

か
『
円
満
な
廃
業
か
』
、
先

を
見
据
え
た
経
営
判
断
を
求

め
ら
れ
る
機
会
が
増
え
る
と

み
ら
れ
、
２
０
２
４
年
の
企

業
に
お
け
る
休
廃
業
・
解
散

は
高
水
準
で
推
移
す
る
可
能

性
も
あ
る
」
（
同
社
）
。

　
帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
の
調

査
に
よ
る
と
、
２
０
２
３
年

の
人
手
不
足
倒
産
は
累
計
で

２
６
０
件
と
な
り
、
年
間
ベ

ー
ス
で
過
去
最
多
を
更
新
し

た
。
中
で
も
「
２
０
２
４
年

問
題
」
で
さ
ら
な
る
人
手
不

足
が
懸
念
さ
れ
る
建
設
業
・

物
流
業
が
全
体
の
半
数
を
占

め
た
。
４
月
に
は
月
次
と
し

て
の
件
数
が
過
去
最
多
の


件
に
到
達
し
、
８
月
以
降
も

５
カ
月
連
続
で

件
を
上
回

っ
た
。

　
２
０
２
０
年
以
降
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
影

響
で
一
時
的
に
緩
和
さ
れ
て

い
た
人
手
不
足
問
題
だ
が
、

「
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
」
の
到

来
で
経
済
活
動
が
本
格
的
に

復
活
し
、
再
び
問
題
が
顕
在

化
し
て
い
る
。

　
「
足
元
で
は
企
業
の
人
手

不
足
感
が
高
ま
り
続
け
て
い

る
現
状
を
踏
ま
え
る
と
、
今

後
も
人
手
不
足
倒
産
は
高
水

準
で
推
移
す
る
可
能
性
が
あ

る
」
（
同
社
）
。


